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Table1.自覚 症 状 の4段 階評 価 法 ・
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Fig.i.前立腺閉塞症における自覚症状の投与量別改善率(1ラ ンク以上
改善した例数/症状ありの例数).
させ て 測 定 し た.尿 道 内 圧 測 定 はurethroprofilo-
meterAMS-8820(Brownc)ではCO2ガ ス100
mllminカテ ー テ ル引 き抜 き速 度25cmlminで,尿
道抵 抗 測 定器UP-01(東 海 理 化 電 機)で は 注 水速 度
2m1/min,カテ ー テル 引 き抜 き速 度5cm/minの 条
件下 で測 定 した.尿 流 曲線 の測 定 に はuroflowmeter
AMS・8820(Browne)また はmictiograph14F43
(DISA)を用 い た.そ の他,投 与 前 後 に お い て血 液,
尿一 般 臨床 検 査 な ら び に血 圧,脈 拍 の 変 化 も 観察 し
た.効 果 判 定 の 方 法 につ い て は 自覚 症 状 改 善 度,排 尿
機 能(他 覚所 見)改 善 度 お よび この 両 者 を総 合 した 全
般 改 善 度判 定 を 実 施 した,な お他 覚 所 見 の 定 量的 デ ー
タは 「対 応 あ るt検 定」 で比 較 し有 意 水準 はp<0.05
とし,p<0.1は 「有意 の傾 向 あ り」 と判 定 した.図
表 中 の数 値 は 「平均 値 ±標 準 偏 差 」 で示 した.な お 使
用 した用 語 に つ い て はInternationalContinence
Societyの提 案 した勧 告 基 準5)に 原則 と し て 従 った
が,膀 胱 内圧 測定 に おい て 膀 胱 知 覚 の有 無 に か か わ ら
ず 内圧 が ほ ぼ 直線 的 に 漸増 し無 抑 制 収縮 波 のみ られ な









































ら投 与 後56.8±82.7ml(-43.9%)に減 少 した が推
計 学 的 な 有 意 差 は なか った.こ れ は漂 準 偏 差 が 比較 的
大 きい た め と思 われ る,残 尿 率 の平 均値 は 投 与 前35.3
±2a.o%から投 与 後20.6±23.6%へ有 意 に 低 下 し(p
〈0.05),自然 排 尿 量 も投 与前156.2±116,4mlから
投 与後218.5±138.7mlへと有 意 の傾 向を も って増 加
した.こ れ を 投 与量 別 にみ る と残 尿 率 はや は り6mg1
日以上 です べ て 有意 差 を認 め た(各 々P<0.05)。
(c)排尿 時間,最 大 尿 流量 率,平 均 尿 流 量 率
排 尿時 間 の平 均 値 は 投 与 前45.6±20.3secから投
与 後34.4±15.4secへ有 意 に 減 少(p〈0.01),最大
尿 流量 率,平 均 尿 流 量率 の平 均 値 は そ れ ぞ れ 投 与 前
7.3±3.3m]/sec,3.9±1.5ml!secから投 与後13.5±
6.2ml/sec,6,7±3.3ml/secへ有 意 に 増 加 した(P<
0.001,p〈0.01).投与 量 別 の傾 向を み る と最 大 尿 流 量










自然 排 尿 量(ml}17





















































































































2-B.排 尿 機 能 の改 善
前 述 の ご と く対 象18例中16例(89%)が 慢性 的 に 闘
歓的 導 尿 を常 用 して お り自排 尿 不 能 の症 例 が 多 く全 体
と して 検討 に値 す る と考 え られ る項 目は残 尿 量,残 尿
率,最 大膀 胱 容 量,最 大 尿 道 閉 鎖 圧 の4つ で あ った.
Table3に各 項 目の 投 与 前 後 の 平均 値 お よ び 有 意 水
準 を,ま たFig.4に 投 与 量 別 の変 化 率 を示 した,
(a)残尿量,残 尿 率
残 尿 量 に つ い て 全症 例 の平 均 値 は 投 与 前176.2±
100.7m1から投 与 後102.2±74.7ml(-42%)へ有
意 に減 少 した(p<o.05).投与量 別 で はFig.4に 図
示 す る ご と く用 量 相 関 性 は な か った.有 意 差 は9mg/
日お よび全 体 の 平 均値 で認 め られ た.残 尿 率 の平 均 値
は投 与 前74.5±25.9%より投 与 後48.7±36.1%と右 意
の減 少 を 示 した(p<0.05).投与 量 別 で は6mg/日,
9mg/日お よ び 全 体 の 平 均値 で 有 意 差 が 認 め られ た
(Fig.4),
(b)膀胱 内 圧 測定,尿 道 内圧 測 定
最 大 膀 胱 容 量 は投 与前 の平 均 値 が310.7±203.2ml
か ら投 与 後279.3±157.4mlへと減 少 し た が 有 意 で
は なか った.こ の減 少 傾 向に つ い て は検 査 途 中 の尿 漏
れ が 大 きな 要 因 に な って い る と推 定 され る.投 与 前 の
膀 胱 内圧 曲 線 の パ タ ー ンはstablebladder2例,
lowcompliancebladder5例,detrusorhyperre-
flexia7例,detrusorareflexia4例で あ った.最
大 尿 道 閉 鎖 圧 につ い て は投 与 前 の 平均 値 が67.7±16.0
Table3.神経因性膀胱における排尿機能検査(投与
前後の平均値の比較).























Table4.総合 判 定 。
(1)前立腺閉塞症















































































































































































































































No. 症例 ごとの副作用 発現時投与量(m91日)処 置,経 過 な ど






瀧田 ・ほか:排 尿障害 ・塩酸ブナゾシソ
































て以来,国 外,国 内を問わず,数多 くの報告がなされ
ている19-20)
前述のごとくわれわれは,以前 より排尿障害治療薬








































































































は,薬 効的には,ほ ぼ同等 と思われるが,た だ副作用
の表われ方に微妙な相違があり,プラゾシンは症例に
よっては,初 回の低用量でも.「立ち くらみ」などの































平均尿流量率,最 大膀胱容量,膀 胱コソプ ライ アン
ス,最大尿道閉鎖圧)で 有意 または有意の傾向をもっ
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